
1．はじめに

わかる授業構築に関する基礎的研究は、教育の実践者、

研究者を含めて数多くなされているが、「わかる」とは

何か、「わかる授業」とはどういう授業であるのかとい

うことについては、様々な視点があり統一的な見解とは

なっていない。

本稿は、「わかる」とはどういうことかを考察すると

ともに、わかる授業を構築するための視点を整理する。

また、それらの視点を基に、筆者らが教育委員会と連携

して取り組んだ「わかる授業実現のための教員の教科指

導力向上プログラム」（文部科学省委嘱、県教育委員会

との連携プロジェクト）における特徴的な取組や県外の

学力向上プログラムにみる取組について考察を深めた

い。

2．「わかること」について

村上は、わかることについて、広辞苑（わかる）、国

民教育小辞典（わかる）、教育心理学辞典（理解）、現代
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Abstract

To understand some things is to understand relations. The person who is understanding

can reconstructed what should be understood. And when the person tries to understand, there

are levels referring to threads of the length and breadth.  The thread of breadth is background of

the knowledge. This is important about recognition.

The typical process of understanding in the class is composed of three recognition: inde-

pendently, objectively and generally.  It is different from understanding with solving.

There are five points of view of the reform to the class which it understands: teacher, stu-

dent, subject, teaching process and class form. In elementary school, there are various ideas of

reform to the class from the viewpoint of the class form, teacher, subject, and teaching process. In

junior high school, there is the reform of only the teacher. In high school, Improvement was

advanced under the principal's strong leadership.

School support is necessary for the especially busy junior high school to attempt class

improvement.
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教育用語辞典（理解）、授業研究大辞典（理解）に当た

り、各辞典の出版趣旨により主張するところは異なるが、

おおむね通ずるところは同じとして、次のようにまとめ

ている。

「わかる（理解）ということは、対象（事物、事象、

事実、事態、言語、知識など）について感覚的把握、意

味把握、関係（因果関係、論理関係、構造関係、全体関

連など）把握などによって、それを認知（認識）し、心

的内面の関係体系、認識体系、知識体系に新しい意味や

関係を附加したり、それを新しくつくり変えたりするこ

とである。」（１）

ここでは、わかることと理解することを同義にとらえ、

その用語の意味を探っている。ここで注目すべきことは、

わかること（理解）が感覚的把握→意味把握→関係把握

により認知レベルに達し、自らの体系に新しい意味や関

係を附加したり新しく作り変えたりすることを述べ、理

解のプロセスがわかりやすく表現されていることであ

る。特に、関係把握が認知の重要な要素であるとの主張

は数学的でもある。

また、佐伯は、わかることについて次のように述べて

いる。

「わかっている人は与えられた課題を与えられたものと

みなさないで、自分自身で「わかるべきこと」を設定し

直すことができるのです。自分自身で設定し直した目標

を達成していく過程で、当面の課題状況に含まれる制約

条件、生じうる可能性、因果関係、目標手段関係などに

注意を向けるのです」（２）

つまり、与えられた情報がわかるということは、その

文脈を変えずに、自分の文脈で言い換えるという「行為」

が必要であるということである。このような行為は、数

学教育にはよく見られるものである。ある問題が提示さ

れたとき、文脈を読みとり、自分の言葉で言い換えたり、

文字・図、表などを使ってわかりやすく表現したりして、

自分なりの世界（土俵）に持ち込むという行為によりそ

の解決を図り、「わかる」ということを経験する。ここ

でいう自分なりの世界とは、これまで身に付けてきた知

識・技能及び考え方（以下「知識等」という）を総動員

できる世界で、人によってその大きさは異なる。数学で

は、代数分野の課題が幾何分野と関連付けることによっ

て解決できたとき、「わかった」ということがよくある。

また、与えられた課題を日常の事象と関連付けて解決で

き、「わかった」ということもある。

後者は、数学の文化や社会における価値を知るという

点で大切にすべきわかり方である。つまり、「わかる」

ということが、直接的な「わかり」だけでなく、ある数

学的な内容がわかったということは、その事実だけでな

く、その背景にある文化や社会からみた数学の価値がわ

かったということでありたい。そのことにより、今、学

んでいる数学が必要あるものとして価値付けられ、自分

のわかり方が確かめられ真に「わかった」と思うもので

ある。

佐伯は、図１を用いて、人が「わかろうとする」とき、

単に問題を解く手順をわかろうとするヨコの糸と、わか

る価値を背景にえがいて自分のわかり方をわかろうとす

るタテの糸があるとし、次のように述べている。

「単に「わかるべきこと」を求める手順（儀式）を知ろ

うとするのでなく、「わかるに値するものはなにか」を

自分で選び、探し出して、つまり、タテ方向へのわかろ

うとする働きの中で、当面の課題を（ヨコ方向にも）わ

かろうとするのです。」（３）

わかる過程で、もう一人の自分が、自分がどこまでわ

かってどこがわかっていないのかということをモニタす

ることによって、自分のタテのわかり方を知るというこ

とであろう。このようなわかり方を意識した指導ができ

れば、より深くわかるという状況を生み出すことができ

よう。

数学教育でいえば、教師が数学の知識等の伝達、に終

始するのではなく、機会あるごとに、数学の文化的・教

養的価値や陶冶的価値の側面を意識的に話すことによ

り、生徒の「わかる」ことの幅が一層広がるのではない

かと考える。生徒の立場に立てば、解き方の手順を学ん

で、問題解決に当たってどうすればよいかのみに集中し

ている学びでは、真にわかったということには結びつか

ない。その問題の数学的、文化的、社会的価値等を見据

えて、自分のわかりを点検する学びが、真のわかりにつ

ながると考える。

わかるということの条件として、佐伯は、何らかの知

識についてわかっていると主張するためには次のような

条件が必要であると述べている。（５）

①知識を活用していくつかの問題を解くことができる

こと。（具体的な問題が解決できること：問題解決）

②その知識に関連して理由を聞かれたときに答えられ
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図1 「わかろうとする」のタテとヨコ（４）



ること。（ものごとの根拠が示せること：根拠性）

③現実の場面で使ったことがある、自分の実際の経験

と関連付けて説明できること。（現実の社会・文化

と結びつくこと：社会的実践性）

④様々な事象と関連付くこと、世界が広がること。

（関連する世界が広がること：展望拡大性）

①や②は「できること（解けること）、説明・証明す

ること」であり、数学教育では最も普通になされている

ことである。しかしながら、③や④となると、そのよう

な理解をみる評価問題もないことからあまり認識されて

いない。わかるというとき、この③以降のレベルで考え

ることが大切であり、タテのわかり方を深めることにも

なる。

3．「わかる授業」について

村上は、わかる授業であるためには、自主解決（自ら

わかる学習）と協力解決（わかりあう学習）が必要であ

ると述べ、よくわかる授業は、子どもの自らわかる学習、

わかり合う学習を中心として、教師のわからせる指導が

その過程に適機に適切になされる授業構造になっている

必要があると説明している。（６）

この説明で、「わからせる指導」という表現が、今日

的にいわれる「学ぶ主体が子どもである」という観点か

らみると馴染めない部分がある。普通、「わからせる指

導」といえば、教師主導型の知識伝達型指導を意味する

からである。しかし、ここでは、自らわかる学習とわか

り合う学習を基盤として、それを支える学習として、知

識定着のための教師の能動的な働きかけ（わからせる指

導）が必要であるとしていることが、少し意味合いを異

にしている。基礎基本の徹底という意味では、まとめと

して、わからせる指導が必要であり、児童生徒の主体的

な学びだけに任せておけない部分があるということであ

ろう。

村上は、こういった授業の構造をとおして、わかるこ

と（認識）を

A認識：主体的認識

B認識：客観的認識（事実認識）

C認識：法則的認識

の３段階に分け、A認識からC認識への流れの中で、生

徒は絶えず、B認識からA認識へのフィードバックを継

続しながら学び、教師の意図的なわからせる指導によっ

てC認識に至ると述べている。そして、わかる授業をす

るために、従前のわからせる授業を次の視点で変える必

要があるとしている。

・直接的なわからせる指導から、自主学習や協力解決を

補助するためのわからせる指導への改革（助力的立場）

・教材を説明し教える立場から教材で教える立場への改

革（育てる立場）

・教師中心的授業方法から課題学習への改革（課題学習

の立場）

また、これを実現する授業展開は、

①予習的課題学習（方法分析）、

②個人学習、

③発表、診断、計画学習、

④相互指導、教師指導学習

というステップになっている。（７）

特徴的なのは、前時に本時の課題が設定され、本時に

至るまでに子どもたちが予備的な学習をしてくるという

ところである。このような学習習慣が慣習化すれば、わ

かる授業となることはわかる。課題は、どのような課題

を提示して本時につなげるかということになろう。

わかる授業

を進めている

つもりでも、

多くの場合、

図２の上の図

に示すよう

に、知識を持

っている教師

が答えを教え

る人で、生徒

は教師から知

識を伝達され

る人という関

係にある。発

問の手法も時

によると教師

の期待した答

えを見出した

いための手段

になっていることもある。極端に言えば、教師の問題を

教師のために、教師の教えた方法によって解くことを命

じられた存在が生徒であることも多い。このような関係

では、子どもは学ぶ価値を見失い、学ぶ意欲を萎えてし

まう。そうではなくて、図2の下の図に示すように、学

ぶべき知識は教師の頭の中だけでなく文化の中に埋め込

まれており、教師は生徒を支援しつつ、共に文化に埋め

込まれた知識の世界に浸るという認識が大切である。こ

のことにより、知る、わかるという営みが文化的活動と

なり、学ぶ意義や価値がわかることになる。

数学教育でいえば、学ぶべきことは、数学の世界にと

どまらず、文化や社会の中にあり、その一部分を教師と

ともに解明しているのだという意識を持たせることが必

要である。そのためには、教師自身が数学を教えること

の面白さ、価値（有用性）等について熟知し（味わい）、
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説明できることが大切であろう。

4．わかることとできること

本来、わかることと、できることは異なる次元の状態

である。

教師が子どもに「わかりましたか」と尋ねたとき、子

どもたちは元気よく「わかりました」と答えることがあ

る。このとき、何がわかったのかの対象が曖昧なことが

ある。わかった対象には次の二つの事柄がある。

①手続き（方法）がわかった

②内容（意味・理由）がわかった

教師が問うた意味がこのどちらで、子どもたちはどち

らで答えたのか、先の質問では確定することはできない。

平易に言えば、①は「できる」こと、②は「わかる」こ

とである。イギリスのスケンプ（Skemp.R.R）が、前者

を道具的理解（instrumental understanding）、後者を

関係的理解（relational understanding）と呼んだこと

は有名である。

算数・数学教育では、特に①と②の区別が議論になる。

「できる」からといって「わかる」とは限らない。「わか

る」からとっていって「できる」とは限らない、という

具合に。筆者らが昨年度取り組んだプロジェクトで、

「わかる」ことを大切にするのが本来の指導ではないか

と提案すると、小学校の教師からは「できる」ことを大

切にしたい、「できる」と「わかる」は補完的な位置に

あり対峙するものではないと答えられた。高等学校の教

師は「できる」を強調しすぎるとゆがんだ教育になると

指摘された。

平林は、「最近のわが国の算数・数学教育は、「できる

数学」が重視され、「わかる数学」はせいぜい「できる

数学」のための予備段階だとみなされている傾向がある。

つまり、「わかる」ことは、「できる」ために必要なこと

であるにすぎず、それ自体の価値をあまり認められてい

ない。そして、「わかればできる」という単純な教授学

的図式が安易に受け止められ、「わかる」ことと「でき

る」こととの関連については、あまり立ち入った反省が

なされていないことに、私は一種の不安さえ覚えてい

る。」と述べ、どのように「わかる」のか、何が「わか

る」のかなど、「わかる」ことに注目し、「どのようにわ

かればできるのか」という研究が必要だと示唆している。
（９）

評価の視点に立ったとき、算数・数学においては、①

の「できる」を評価する問題（表現・処理の問題）は作

りやすいが、②の「わかる」を評価する問題（数学的な

見方や考え方、知識・理解の問題）は作りにくい。その

ため、授業でも結局は①の「できる」ことに重点を置い

た指導になってしまうのである。

児童生徒の発達段階や取り上げる内容にかかわって、

「できる」「わかる」の重点の置き方が異なるかもしれな

い。しかし、小学校、中学校、高等学校と学年段階が上

がるにつれて、「わかる」指導により重点を置くことが、

創造性の基礎を身に付ける数学教育として重要であると

捉えている。

子どもができたと言葉を発するとき、与えられた課題

がともかくできたというレベル、いろいろな解き方に挑

戦してやっと正解にたどり着いてできたというレベル、

自分のやっていることは正しいか、もっといい方法はな

いか、ほかのやり方とどこが違うのか、得られた結果は

満足できるのかということをモニタリングしてできたと

いうレベルなどが考えられる。このうち、最後のレベル

は、より深くできたということであり、わかることが前

提になっており、わかればできるということにもなる。

5．わかる授業改革への視点

教師中心の詰め込み授業でもわかる授業は存在する。

したがって、わかる授業が良い授業とは断言できない。

わかること自体がどういうことなのか、わかる授業とは

何かを明らかにして、議論する必要がある。よりよくわ

かる授業によって、身に付けた知識技能等が将来に生き

て働くものとして身に付き、算数・数学を学ぶ価値を持

ち続ける人間に育ってほしいと願う。

わかる授業を構築するに当たっては、次の5つの論点

がある。

①教師論、②児童生徒論、③教材論、④指導過程論、⑤

授業形態

①は、教師そのものに起因するもので、教師の人間

性・指導観にかかわることである。具体的には、教師と

子どもの良好な人間関係の構築（子どもに接する態度）、

的確な指導方針（学習ルール等）の設定、よりよい学習

環境（学習規範）の構築、発問の明確性などが挙げられ

る。

②は、学びの主体は子どもであるという立場に立つも

ので、①の教師論ともかかわるが、子どもの意識や考え

を授業に生かそうとする姿勢、子どもが本時までに身に

付けてきた（身に付けている）事項を活用すること、発

問を子どもの学習環境に合わせて組織化することなどが

挙げられる。

③は、最も直接的で、指導目標を実現するためにはど

のような教材（楽しい教材、面白い教材等）が必要かを

考え、それらを系統的に整理すること、教材の質や量を

適切に見極めることなどが挙げられる。もちろん、教材

論は、指導内容や方法（指導過程・授業形態）とも密接

に関連するものである。

④は、教師自身が指導の本質を理解しているか、教材
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解釈は適切か、基礎基本をどのように捉え授業を構造化

していくか、などが挙げられる。

⑤は、③や④とも密接に関係するが、一斉指導、グル

ープ指導（習熟の程度に応じた指導を含む）、個別指導

などによる価値ある学びなどが考えられる。

わかる授業構築のために５つの論点を挙げたが、これ

らは互いに従属し合うものである。そのため、どれか一

つの論点で述べ始めると、他の論点に行き着くこともあ

ろう。わかる授業を論じる際には、どの視点を中心に考

えているのかを明確にしておくことが大切である。

6．公立学校の取組から(10)(11)

昨年度は、当該教育委員会と連携して、県内の小学校

（K）、中学校（M）及び高等学校（N）で「わかる授業

実現のための教員の教科指導力向上プログラム」（H18

文科省委嘱）を展開するとともに、県外の小学校（L）、

中学校（H）では学力向上の取組を支援した。これらの

学校でのわかる授業に向けた特徴的な取組とその課題

を、前項で取り上げた5つの論点を意識しながら整理し

ておきたい。

6．1．小学校の取組

K小学校では、授業形態、教師論の視点から「子ども

が「わかる・できる」と実感できる授業を工夫・創造す

ることで、子どもに力をつけるとともに教員の教科指導

力向上を図る。」ことをテーマに、低学年（１年～３年）

では「学校支援サポーターと連携した基礎基本の定着を

図る指導」を、高学年（４年～６年）では「子どもが

「わかる・できる」と実感できる授業の工夫」に取り組

んだ。前者は、学校外からの「支援サポーター」が算数

の授業にTTの形で入った。この取組では、図３に示す

ように、支援記録を残し、担任教師との情報の共有を図

りつつ、授業形態の工夫から指導過程を見直すことによ

ってわかる授業に迫ろうとしたが、実際には問題が解け

るということに焦点が当てられていた。（これはK小学

校の思いでもあった。）

成果としては、子どもがサポーターの支援を受けて、

解けた・できたという喜びを味わい、学習が充実しただ

けでなく、教師にとっても打合せ等で貴重な情報を共有

し合い、よりきめ細やかな指導ができるようになったと

のまとめがある。一方、サポーターとの打合せ時間の確

保、打合せの要領等についてのシステム化が課題となっ

た。

後者は、各学年が改善の視点（授業の工夫）を明確に

して研究授業・研究協議を行い、所期の目的達成に向け

た取組を展開した。特徴的な取組をいくつか挙げておき

たい。

4年生の取組で

は、教師論の立場

から、指導のルー

ル（ノートの書き

方）を徹底し、わ

かる授業に迫ろう

とした。（図４）

この取組では、筆

算や計算の跡を見

やすく整理するこ

とにより、正確に

計算処理ができ計

算ミスが減ってき

たこと、ノートを

きれいに整理する学習習慣が身に付いてきたこと、教師

も子どもがどこでつまずいたかを把握しやすくなり、次

時への指導につなげていくことができたということが報

告されている。

ただ、このようなルールを決めることがすべての子ど

もに有効かどうかはわからない。学校では、今後、間違

った問題についてどこにつまずいたのかを書き込みさせ

るなど、子ども自身の自主的なノート作り、学習を振り

返るためのノート活用等が必要だと考え、わかることを

子ども自身がモニターできるようルールの改善を考えて

いることは評価できる。

また、各学級では、子どもとともに「学習理解の早い

子も遅い子もともに集中して課題に取り組める学習方法

はないだろうか」と話し合い、学級に合った子どもたち

の納得する｢算数の約束｣（図５）を決め、それを基に

授業を進めた。この取組によって、速くできて

時間を持て余したり、騒がしくなったり、問題ができず

ストレスを感じたりすることがなくなり、個々の子ども
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が次の目標をもっ

て静かに集中して

学習する雰囲気が

できつつあると報

告されている。一

方、教師も理解の

遅い子どもの個別

指導に専念できる

ようになってき

た。この「算数の

約束」に不具合ができた場合には、子どもたちからこう

したらいいとアイデアや意見が出てくるようになった

り、ルールに沿って学習グループで互いに答え合わせや

問題の出し合いをしたり、理解の遅い子にわかりやすく

やり方を説明したりする姿が見られるようになった。

学校は、今後は、技能の習熟だけでなく、問題解決的

な課題についてもみんなが思考を深められる「約束」を

子どもとともに探っていく必要があると捉えている。

このようなルール・約束は、子どもが主体的にかかわ

る学習の規範化に役立ち、望ましい学習環境の構築につ

ながっている。とりわけ、教師が与えたのではなく、子

ども自身がわかり合う学習を期待し、提案しているとこ

ろが効果を高めている。

5年生では、台形の面積をどのようにして求めるかと

いう課題に対して、授業形態（わかり合う学習）を工夫

し、３人グループでの話し合いを取り入れ、考えたこと、

わかったことを発表できる力を高めようとした。

3人による、マッピングコミュニケーションは、発表

の不得意な子どもが、他の子どもの論理をまねるうちに、

自分の中に論理を組み立てることができ、効果的であっ

たと報告されている。

この取組では、各グループのコミュニケーションの質

を教師がどのように保証していくかという課題はある

が、発表しない、討議に参加しない子どもが生まれやす

いというグループ学習の弱点を補強している。

一方、L小学校

では、わかる授業

を教材論、指導過

程論の視点から、

公開研究授業、研

究協議の中心とし

て進めた。常に具

体物、半具体物

を提示したり、身のまわりの事情を考察したりするなど、

わかりやすい指導の工夫が見られた。

研究協議では、教材の必然性、指導過程のわかりやす

さ等について熱心に議論された。先のK小学校との大き

な違いは、L小学校では授業の構成に当たっての事前準

備と事後の研

究協議を充実

させており、

特に、研究協

議では何かを

言わなければ

置き去りにさ

れるという雰

囲気が漂っていて、すべての教師が積極的に意見を述べ

合うというものであった。

ただ小学校によく見られる学年内の意識の共有化は図

れているが、学年を越えた学校全体の取組としてまとめ

ていくことができていない。個々の取組が蓄積され、学

校全体の取組としてまとめ上げられることが必要である。

6．2．中学校の取組

M中学校では、教材論、指導過程論の視点から、生徒

が、授業に意欲的に取り組むための導入時における教材

教具の工夫、小学校の学習内容との関連を大切にした指

導の工夫に取り組んだ。中学校段階においても、具体物

の提示が効果的であること、具体物の提示によって習熟

の程度の高くない子どもがわかるようになったとの報告

がなされている。ただ、生徒指導等の多忙さから、この

取組は一教師のアイディアに終わっていた。小学校の学

習内容との関連をしっかり掴んで指導に当たらなければ

ならないという担当教師の意識が高まったこと、自らの

授業を見直す機会を生かし、「わかる」とは何かについ

て考えることができたこと、校種を越えた教師等の意見

を聞くことによって、校種間連携の重要性を認識したこ

となど、担当教師の指導観の変容が見られた。

H中学校では、教師論の視点から、学校長のリーダー

シップの基に、課題が整理された。学校改善のステップ

として、学校の枠組み（教育課程編成）の改善、求める

学校像の設定（生徒像：学習意欲向上、教師像：学力の

実態直視力の向上）、学校を支える枠組みの設定が掲げ

られた。特に、生徒の学習意欲向上については、自主学

習マニュアル（内容は、各教科の学習の特性や具体的な

学習方法等をまとめたもの）を作成した。また、学校を
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支える取組では、みんなでよりよい授業を進めるために

「先生と生徒の授業10箇条」（図６）を設定した。いず

れも、学習環境を整え、わかる授業以前の意欲を如何に

高めるかといった取組となっている。

先のM中学校と同様、中学校の取組は、指導過程の工

夫や教材の扱い方についての系統的、組織的な研究はあ

まり進んでいないのが現状である。また、高校入試に向

けて解き方を指導している事例も少なくない。まさに、

わかる授業構築に向けての取組としては、まだ入り口に

いるという状態である。

6．3．高等学校の取組

N高校では、教師論、指導過程論の視点から、非常勤

講師の実践的指導力向上のプログラムを作成し、これを

実践するとともに、この実践による周りの教師の意識改

革にも取り組んだ。そのプロセスは、「取組前の講師の

授業公開・研究協議による問題点等の洗い出し」→「ベ

テラン教師による模範授業とその分析」→「講師の授業

公開・研究協議」というものである。

学校長を中心に、わかる授業をするには、教師自らが

教材の本質を知ること、教材の必要性を問うこと、説明

の技術を身に付けること、感覚で捉えさせることなどが

必要であるという指導が講師になされ、公開授業によっ

て確認していくという手法がとられた。

この取組の成果としては、講師を取り巻く教師が、授

業研究の大切さを再確認したこと、特に、目標（評価規

準）を意識した授業構成の必要性を強く認識したことが

挙げられる。課題としては、このような取組を講師がい

ない学校でも実現できるようにするにはどのような困難

点があるかを検討すること、生徒による授業評価を導入

して生徒側からの客観的な情報を集めることなどが挙げ

られる。

7．おわりに

7．1．小中高の課題

小学校では、単にいろいろな取組をするというのでは

なく、子どもの達成を意識して指導の重点化が図られて

いる。筆者らがかかわった学校ではどの先生も先に述べ

たわかる授業構築のための５つの論点からの取組を進め

ようと努力されている。ただ、課題となるのは、授業改

善をしたポイントや、実施した気づきや感想についての

意見交換は盛んであるが、実施後の子どもの変容を組織

的に考察するところまでは至っていないところだ。また、

授業後の感想を書かせる事例はたくさん見てきたが、そ

れをどのように指導に生かしているのかということが、

全体の協議には現れてこない。学年内の取組が学校全体

の取組に広がらない傾向がある。この点では重松らの研

究が参考になる。(13)

中学校では、わかる授業に向けた取組が、単発的であ

ったり、教師論にとどまっていたりする傾向がある。積

極的な学びにつかせることが必要な学校では、H中学校

のような「学びのルール」を確かめることが必要になっ

ている。これは、何もH中学校に限ったことではない。

群馬県教育委員会では、学校の取組として確かな学力向

上のための学校での取組として20項目を挙げているが、

この中に「チャイムと同時に授業を始めましょう」「授

業を互いに参観し合いましょう」「教える内容をしっか

り確認して授業に臨みましょう」など、教師にとってご

く当然の事柄が挙げられている。県の教育委員会が示さ

ねばならないほどわかる授業に向けた取組は遅々として

進んでいないということであろう。小中連携の教育が重

要な中にあって、中学校のわかる授業に向けた取組は今

後の大きな課題である。

高等学校では、学校長の強いリーダーシップとそれを

支える教師の組織力によって、課題の解決に向けた取組

ができていた。研究の方向、研究の方法についての検討

が十分な時間をかけてなされ、教科全体の取組となって

いた。課題としては、その取組の評価のものさしをどの

ように作るか、わかる授業と大学受験との関係をどのよ

うにとらえるかなどがある。

7．2．わかる授業の構築の課題

各学校では、教師は当然のごとくわかる授業を心がけ

て授業をしている。しかし、その授業が本当にわかる授

業になっているのかということを理論的、組織的に検

証・評価している事例はほとんどない。少なくともわか

る授業とはどういうことをいうのかという議論もない。

わかるということについて考え、教師論、児童生徒論、

教材論、指導過程論、授業形態論の5つの視点からわか

る授業の創造について考察してきたが、熱心に取り組ん

でいると思われる学校においてさえ、それらの構造化が

十分ではない。わかる授業の本質について、各学校の教

師が理解し、実践できるようにしたいが、それを進めて

いくには、多忙を極めている学校の状況を見るとき、何

らかのシステムが必要である。

アンドレア・シュライヒャー（Andreas Schleiher）

は、中央教育審議会教育課程部会での講演（14）で、学校

組織を信頼できる自立的な団体として確立するために

は、効果的な支援システムが必要だと述べているが、今

後は、大学等が教育委員会と一体となって、教師の現職

教育や管理職の能力開発に当たって、学校を支援するよ

うなシステムを構築する必要がある。
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